
子育て支援課

１　調査目的

　　県では、少子化対策は社会全体で取り組むべき課題であるとの認識に立ち、「安心して

  子どもを生み育てることができる岐阜県」を目指して各種施策を推進しています。

  　今回、子育て環境に対する県民の皆さんの意識を把握し、今後の少子化対策に関する

  取り組みの基礎資料とさせていただくため、調査を実施しました。

２　調査対象等

　　調査対象：県政モニター６３４人

　　調査方法：インターネット

　　調査期間：令和３年７月１２日～７月３０日

　　回収結果：４２９人（回収率　６７．７％）　

　　そ の 他：構成比はパーセントで表し、小数点以下第２位を四捨五入して算出しています。

　　　　　　　そのため、合計が１００％にならない場合があります。

３　結果概要

子育て環境に対する意識に関するアンケート調査結果

○岐阜県の子育て環境について
・岐阜県は子育てにやさしい社会であるか ・岐阜県で子育てをしていること、または

子育てをしたことについて満足しているか

○出産や子育てに関して不安が増していること
新型コロナウイルス感染症の拡大前に比べて、出産や子育てに関して不安が増したことは、「家

族の健康に関する不安」が５８．４％と最も高く、次いで「生活の維持、収入に関する不安」が
４４．９％となっている。

○仕事と子育ての両立について
男女ともに働きながら安心して子育てできるために、何が必要かについて、「多様な働き方がで

きること」が３１．７％と最も高く、次いで「出産・子育てなどで気軽に休みが取れること」が
１７．０％となっている。
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４　回答者属性

（１）性別

（２）年代別

（３）居住圏域別

（４）職業別

429

0.2%

100.0%

人　数 構成比

会社員、会社役員

パート、アルバイト、派遣社員

自　　営　　業

公　　務　　員

35.7%

20.5%

6.1%

6.3%

12.1%

6.1%

10.5%

2.6%

無　　回　　答

153

88

26

合　計 429 100.0%

27

52

26

45

11

 主　　婦　（夫）

学　　　生

無　　　職

そ　　の　　他

1

合　　　計

飛　騨 9 2.1%

無回答 1 0.2%

中　濃 81 18.9%

東　濃 47 11.0%

人　数 構成比

岐　阜 232 54.1%

西　濃 59 13.8%

合　計 429 100.0%

１０代 15 3.5%

６０代 77 17.9%

７０歳以上 37 8.6%

４０代 96 22.4%

５０代 75 17.5%

女　性 232 54.1%

無回答 1 0.2%

人 数 構成比

男　性 196 45.7%

２０代 30 7.0%

３０代 99 23.1%

合　計 429 100.0%

人　数 構成比

男性

45.7%
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54.1%

無回答

0.2%

10代

3.5%

20代

7.0%

30代

23.1%

40代

22.4%

50代

17.5%

60代

17.9%

70歳以上

8.6%

岐阜圏域

54.1%

西濃圏域

13.8%
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５　調査結果

問１　あなたは、岐阜県が子育てにやさしい社会であると思いますか。

問３　あなたは、岐阜県で子どもを育てていること、または育てたことに満足していますか。

（子育て中及び子育て経験者／回答者３１７人）

おおむねそう思う
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25.6%

4.4%

100.0%

159 37.1%

252 58.7%

あまりそう思わない 131 30.5%

問２　あなたは、岐阜県が結婚・出産・子育てについて、夢や希望を持ったり、楽しい・頑張ろうなど、前向きに
　　　考えることができる社会であると思いますか。
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問４　新型コロナウイルス感染症の拡大前に比べて、出産や子育てに関して不安が増していることはありますか。

（子育て中の方　回答者１８５人） （複数回答）

その他の意見（主なもの）

・ひとり親なので、自分が倒れた時のことが不安。国民健康保険加入者に対して、新型コロナウイルス感染
症以外でも傷病手当金を支給してもらいたい。
・妊産婦健診の際にも付き添いが制限されることについて不安がある。

1.6%

9.2%

3.8%

3

17

7

474

その他

不安はあるが、新型コロナウイルス感染症の拡大前から増してはいない

新型コロナウイルス感染症の拡大前と変わらず、不安は感じていない

合　　計

58.4%

44.9%

41.6%

37.8%

35.1%

23.8%

65人間関係、社会との交流に関する不安が増した

44将来に対する全般的な不安が増した

構成比

108

83

77

70

家族の健康に関する不安が増した

生活の維持、収入に関する不安が増した

子育て、教育に関する不安が増した

緊急事態宣言等に伴う休園（校）による保護者の負担への不安が増した

回答数

58.4%

44.9%

41.6%

37.8%

35.1%

23.8%

1.6%

9.2%

3.8%
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拡大前と変わらず不安は感じていない



（回答者４２９人） （複数回答）

その他意見（主なもの）

・若者が参加したくなるような婚活イベントの実施
・不妊治療に対する支援の充実
・義務教育時からの道徳教育の実施と若者コミュニティの拡大
・子どもが遊べる施設の充実

問５　あなたは、新型コロナウイルス感染症の影響下において、これから結婚・出産・子育てを迎える若い世
　　　代が、結婚や家庭を持つことについて夢や希望を持てる社会にするためには何が必要だと思いますか。

合　　計

子育て支援の充実

1,076

婚活支援の充実（男女の出会いの場の提供） 91 21.2%

その他 19 4.4%

若者が結婚を肯定的に捉えることができるような啓発活動の推進 99 23.1%

ライフデザイン教育の推進（若者が自らの人生設計を考える機会の提供） 98 22.8%

特にない（わからない） 9 2.1%

263 61.3%

経済的支援の充実（結婚祝金、出産祝金の給付、住宅取得に対する助成など） 218 50.8%

回答数 構成比

雇用対策、労働環境の改善（若者の就労支援、テレワークの推進など） 279 65.0%

65.0%

61.3%

50.8%

23.1%

22.8%

21.2%

4.4%

2.1%
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その他意見（主なもの）

問７　その他子育て環境に関する県の施策について、ご意見などがございましたらお聞かせください。

・ＤＸの推進による業務の効率化と働き方改革
・地域全体で子育てを支え合う機運の醸成
・安心して子どもを預けられる保育園、幼稚園等の確保と質の高い教育・保育の提供
・多世代がつながった安心・安全な住環境

問６　あなたは、新型コロナウイルス感染症の影響下において、男女がともに働きながら安心して子育てが
　　　できる社会の実現のために、最も必要なものは何だと思いますか。

合　　計 429 100.0%

その他 16 3.7%

特にない（わからない） 7 1.6%

人　数 構成比

136 31.7%

73 17.0%出産・子育てなどで気軽に休みが取れること

子どもの預かり先（保育園、放課後児童クラブなど）やサービス内容が充実すること

早く家に帰ることができること（時間外労働を減らすこと）

35 8.2%

71 16.6%

48 11.2%

出産・子育てで退職しても再び働くことができるような行政の支援があること 43 10.0%

配偶者や家族が子育てに参加すること

多様な働き方ができること（短時間勤務や在宅勤務など）

(主なもの）
・子どもの医療費助成制度の対象年齢引き上げ
・コロナ禍で孤立する母親が交流したり、リフレッシュできるような場の設置があると良い
・子どもの居場所づくり等について、県主導による寄付制度の構築や学校給食設備の活用など、
　安全、安心な社会活動として定着させる取組を期待
・若い人が岐阜県に住んで子育てしやすくするためには、幅広い雇用の確保と子育てを社会全体
　で支える支援が必要
・子育て世代における様々な補助金制度の充実、安心して高校や大学、専門学校等に通える金銭
　的な援助等を整備
・一人の子どもを周りの人達みんなで育てるという意識が持てるよう親を教育する必要がある
・地域の特性を生かしたきめ細かな取組を推進する
・結婚しない人が増えているので今こそ婚活支援を実施する
・テレワークやオンライン会議の導入など多様な働き方の推進
・男性がもっと家事に参加するような社会全体での意識改革が必要
・公園も多く、駐車場も無料、トイレ設備もしっかりしていて、本当に子育てがしやすい場所だ
　と感じている
・子どもの遊び場等に公共施設が充実していて満足している
・空き家を活用した子育て世帯を呼び込む施策の実施
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